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山岸隆博:2007年度 「藻類談話会」に参加して

2007年 11月 101=:1，奈良女子大学において藻類談話会が

開催されました。本年度の参加者数は，談話会が 23名，懇

親会が 18名で、した。決して大きな会合ではないものの，さま

ざまな分野から藻類を材料に研究されている方々に参加l頂主

例年になく活発な議論がなされま した。懇親会でも 引き続き

熱い議論と意見交換がお こなわれ，~ I::'，'品1こ意義のある会合で

した。以下に今回講演頂いた方々の講演内容を簡単に紹介さ

せて頂きます。

今回の演者 .i寅題は次の通り です。(敬称11晦)

羽生田岳昭 (神戸大 ・内海域)・閉鎖性海域におけるアオサ類

の多様性と越境移入について

中西 敬((株)総合科学 ・海域開境部):海藻を刑いた海域

Jj.j'~境再生の試み

門田 純(理研・ フロンティア):ボルボックス!庄の形態形成

運動の変異体 InvEの解析

野口哲子(奈良女子大 ・理) : 微生物の脂質生産-J)ì~制胞緑

藻 Botryococcusbrauniiの炭化水素生成の細胞学的解析一

羽生田岳昭さんは，講演前半で、瀬戸内海域におけるアオサ

類の多様性についてお話し下さいました。アオサ類は形態に

よる分類がきわめて困難で、あることが知られています。今巨1，

核の ITS領域に加え，新たに開発した分子マーカー (葉緑体

のαtpHとatpIの介在領域)をJ'f:Jしミて瀬戸内海域におけるア

オサ類の多様性を検証したと ころ，新たにいくつかのアオサ

類の生育が確認されたそうです。そのなかには移入によると

思われるものも含まれており，移入の起源 ・経路など， 今後

の研究が期待されます。また，後半では，ニュージーラン ド

でみられるアナアオサ (1::1本を含む極東アジアが原産 と考え

られている)が，極東アジアからの移入によるものであるの

かをマイク ロサテライトマーカーを用いた多系解析により調

査した結果を紹介して ドさいました。この解析により，ニュー

ジーランドでみられるアナアオサは極東アジアからの移入に

よるものである ことが強く示唆されたそうです。

中西 敬さんは，尼崎西宮芦屋港防波堤 (甲子園浜沖合)

での，ワカメの育成実験に関するお話をして下さいま した。

尼崎沖合の防波堤は全長 4.4km と ~ 1"" Wrに巨大であり ， この防

波堤を藻場に利用するこ とで，海域環境の改善に役立てよう

という興味深い取り品I~lみをなされているそうです。 現在， ワ

カメが生育できる水深や 1時期の検証など，実験段階にある

ということで したが， 実現に向けた地道な研究に非情'に感心

しました。また，普段こういった実験の話を聞く機会がない

私にとって， 非常に印象深いお話でもありま した。

門田 純さんは， トランスポゾンタギング法により得られ

|玄1I 懇親会にて。写真~11HH3のため }II ;J I 浩史先生が抜けてお
られます。遥々 北海道から本村泰三先生(後列左から 2都|二1)
にも参加し=ただき ました。

た，緑議iボルボックスのインパージョン変異体InvEの解析

についてお話下さいま した。ボルボックスはその!血発生jgJに，

J庄の表裏が逆転するインパージョンとよばれる形態形成迎動

をおこないます。InvE変異体では，インパージョンの進行に

おいて非常に重要な制胞伸長(突起形成)が阻害されること

から，インパージョンの異常が起こ るのだそうです。InvEは

シグナル伝達に働 くMAPキナーゼをコ ードしており，これ

が制胞表層微小管の重合制御に関与することで，突起の形成

を引き起こすのではないかとお考えだそうです。ボルボック

スにおけるインパージョンのメカニズム解明は，動物価|休の

形づくり，つまりはJJ量発生の陥入に始まる，ダイ ナミッ クかっ

複雑な形態形成運動のメカニズム解明にもつながる重嬰な削

究なのではないでしょうか。

野口哲子先生は，単創IJ胞藻類 Botryococcusbrauniiにおけ

る炭化水素の生成について総括的なお話を して下さいました。

B. brauniiは，乾燥重量の 30~ 60%もの多量の炭化水素を

細胞外に蓄積するため，エネルギー資源の開発の観点から注

目されている生物です。野口先生は，B. brauniiの制胞mJ)9Jを

通したゴ、ルジ体の形態変化に着目し，炭化水素生成を制!J白学

的に解析した結果について， 制胞分裂直後に多量の炭化水素

生成がお こること，また，分裂期にない紺l胞でも細胞墜を分

解することで、多量の炭佑水素生成を誘導で、きる ことなど， 美

しい電顕写真を交えながら御講演して下さいま した。

藻類談話会は，モデ、ル生物を用いた研究に集中しがちな昨

今， モデ、ル生物における結果がすべての生物にあてはま るわ

けはなく ，それらのみでは説明し得ない多くの生命現象が存

在すること，そ してそれらの多角的な研究の積み重ねこそが

生命現象の本質にせまる道であるのだと再認識させてくれる

会合でもありま した。私はそういった意味で，藻類談話会が

今後永く継続し， さらに多くの方々に参加して頂けるようにな

ることを強く願ってやみません。

(神戸大学 ・内海域環境教育研究センター)




